
国
会
事
項

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

平成™™年 月™ 日 水曜日 第œ›—�号官 報
〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

二
十
五
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

伊
賀
市
下
柘
植
字
界
外
六
七
六
〇
番
か
ら
同
市
下
柘
植
字
段

木
五
一
五
二
番
三
ま
で

前後

四
四
・
二
三
〜
六
〇
・
九
一

四
五
・
四
一
〜
九
三
・
五
九

〇
・
六
一
一

〇
・
六
一
一

a

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
北
勢
国
道
事
務
所

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

三

百

二

号

名
古
屋
市
名
東
区
高
針
原
二
丁
目
七
〇
七
番
か
ら
同
市
天
白
区
梅

が
丘
五
丁
目
一
〇
七
番
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る

部
分
の
み
。）

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
愛

知
国
道
事
務
所

〃

名
古
屋
市
天
白
区
平
針
一
丁
目
一
〇
七
番
か
ら
同
市
天
白
区
中
平

三
丁
目
一
〇
四
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部

分
の
み
。）

〃

〃

名
古
屋
市
天
白
区
中
平
四
丁
目
一
一
五
番
か
ら
同
市
天
白
区
高
島

一
丁
目
一
七
一
五
番
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部

分
の
み
。）

〃

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

岡
本

博

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

十
号
及
び
三
百
二
十
六
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

延
岡
市
北
川
町
長
井
字
竹
瀬
五
二
一
八
番
一
か
ら
同
市
北
川

町
長
井
字
坂
本
五
二
八
八
番
一
ま
で

前後

一
一
・
五
〇
〜
六
三
・
〇
〇

二
四
・
八
〇
〜
九
一
・
二
〇

〇
・
七
五
五

〇
・
六
四
七

a

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
延
岡
河
川
国
道
事
務
所

衆

議

院

報
告
書
受
領

九
月
二
十
四
日
会
計
検
査
院
長
西
村
正
紀
か
ら
次
の
報

告
書
を
受
領
し
た
。

会
計
検
査
院
法
第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
報
告

書「
株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
が
保
有
す
る
平
成
十
一
、

十
二
両
年
度
の
整
理
回
収
業
務
か
ら
生
じ
た
利
益
に
係

る
資
金
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
預

金
保
険
機
構
を
通
じ
て
国
に
納
付
さ
せ
る
な
ど
、
国
の

財
政
に
寄
与
す
る
方
策
を
検
討
す
る
よ
う
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
に
対
し
て
意
見
を
表
示
し
た
も
の
」

会
計
検
査
院
法
第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
報
告

書
「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
の
特
例
業
務
勘
定
に
お
け
る
利
益
剰
余
金
に
つ

き
、
国
庫
納
付
が
可
能
な
資
金
の
額
を
把
握
し
、
将
来

に
お
い
て
も
、
余
裕
資
金
が
生
じ
て
い
な
い
か
適
時
に

検
討
す
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
資
金
が

国
庫
に
納
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
適
切
な
制
度

を
整
備
す
る
よ
う
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
意
見
を
表

示
し
た
も
の
」

参

議

院

報
告
書
受
領

九
月
二
十
四
日
会
計
検
査
院
長
か
ら
、
会
計
検
査
院
法

第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
「
株
式
会
社
整
理
回
収

機
構
が
保
有
す
る
平
成
十
一
、
十
二
両
年
度
の
整
理
回
収

業
務
か
ら
生
じ
た
利
益
に
係
る
資
金
に
つ
い
て
、
そ
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
預
金
保
険
機
構
を
通
じ
て
国
に
納

付
さ
せ
る
な
ど
、
国
の
財
政
に
寄
与
す
る
方
策
を
検
討
す

る
よ
う
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
対
し
て
意
見
を
表
示
し

た
も
の
」
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
領
し
た
。

ま
た
、
同
日
会
計
検
査
院
長
か
ら
、
会
計
検
査
院
法
第

三
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建

設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
特
例
業
務
勘
定
に
お
け

る
利
益
剰
余
金
に
つ
き
、
国
庫
納
付
が
可
能
な
資
金
の
額

を
把
握
し
、
将
来
に
お
い
て
も
、
余
裕
資
金
が
生
じ
て
い

な
い
か
適
時
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
資
金
が
国
庫
に
納
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
適

切
な
制
度
を
整
備
す
る
よ
う
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
意

見
を
表
示
し
た
も
の
」
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
領
し
た
。

ま
た
、
同
日
国
立
国
会
図
書
館
長
か
ら
、
国
立
国
会
図

書
館
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
平
成
二
十
一
年
度
の
国
立

国
会
図
書
館
の
経
営
及
び
財
政
状
態
の
報
告
を
受
領
し

た
。

内

閣

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

仙
谷

由
人

外
務
大
臣
前
原
誠
司
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規
定

に
よ
る
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と
し

て
の
指
定
を
解
く

〇
環
境
大
臣
臨
時
代
理
解
職

同

鹿
野

道
彦

環
境
大
臣
松
本
È
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規
定
に

よ
る
臨
時
に
環
境
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と
し
て

の
指
定
を
解
く

同

鹿
野

道
彦

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
松
本
È
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
防
災
担
当
）
事
務
代
理
を
免
ず
る
（
以
上
九

月
二
十
六
日
）

農
林
水
産
省

（
生
産
局
畜
産
部
畜
産
振
興
課
需
給

対
策
室
長
）
農
林
水
産
事
務
官

小
林

栄
隆

辞
職
を
承
認
す
る
（
九
月
二
十
三
日
）

最
高
裁
判
所

東
京
高
等
裁
判
所
判
事

今
崎

幸
彦

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
秘
書
課
長
を
免
ず
る

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
広
報
課
長
の
兼
務
を
免
ず
る

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

東
京
地
方
裁
判
所
判
事

中
村

愼

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
秘
書
課
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
広
報
課
長
を
命
ず
る
（
以

上
九
月
二
十
四
日
）

〇
叙
位

有
馬

重
昭

大
輪

守
人

鈴
木

誠
至

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

五
十
嵐

庸

氏
家

英
峰

三
條

利
弘

高
佐

滿

堀
田

秀
行

山
口

忠
臣

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）梅

田

實

小
野

正
廣

（
三
鷹
市
議
会
議
員
）

加
藤

久
平

菊
池

凡
夫

後
藤

敏
明

山
本

憲
修

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）
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